
第
一
年

第
二
年

第
三
年

第
四
年

第
五
年

石
脅
胸
像

女
子
全
身

女
子
胸
像

女
子
半
身

女
子
全
身
油
画
廿
五
号

大
正
十
三
年
五
月
廿
九
日

油
画
十
五
号

油
画
二
十
号

大
正
十
五
年
六
月
第
一
学
期
競
技
以
降
の
記
録
に
は
第
五
年
生
に
関
す
る
記

載
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
第
五
年
生
の
競
技
は
行
わ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
い
つ
か
ら
廃
止
さ
れ
た
か
定
か
で
な
い
。
な
お
、
同
科
の
競
技
は
第
一
年

生
を
除
い
て
全
て
女
性
モ
デ
ル
に
よ
る
制
作
で
あ
り
、
モ
デ
ル
の
状
態
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
左
記
の
記
録
（
前
掲
書
類
）
が
そ
れ
を
示
す
。

木
炭
画
二
枚

木
炭
画
二
枚

毎
に
異
な
る
内
容
と
な
り
、
そ
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
毎
学
期
末
に

一――

週
間
の
期
間
を
設
け
て
競
技
を
実
施
し
た
こ
と
は
記
録
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ

る
。
そ
の
間
、
臨
時
の
風
景
競
技
も
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
は
大
正
十
五
年
十
月

二
十
五
日
よ
り
二
週
問
、

三
年
生

（
方
面
随
意
）
と
二
年
生
（
海
を
採
り
入
れ

た
風
景
）
の
み
の
競
技
で
あ
っ
た
。

口
西
洋
画
科
の
競
技

西
洋
画
科
の
競
技
は
毎
学
期
末
に
二
週
間
実
施
さ
れ
た
。
内
容
に
関
し
て
は

左
記
の
よ
う
な
記
録
が
断
片
的
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

第
一
學
期
西
洋
甕
科
賓
習
競
技
掲
示
案

来
ル
六
月
十
六
日
（
月
）
ョ
リ
同
廿
八
日
（
土
）

課
ス

マ
デ
ニ
週
問
左
ノ
競
技
ヲ

⑲
〔
西
洋
聾
科
〕

営
科
第
二
學
期
競
技
中
岡
田
教
授
受
持
教
室
第
四
年
ハ
「
モ
デ
ル
」
鋏
勤
ノ

為
メ
成
績
未
完
了
ニ
シ
テ
他
数
室
卜
共
二
之
ヲ
採
黙
ス
ル
ヲ
得
ズ
依
テ
来

學
期
始
業
卜
共
二
更
二
改
メ
テ
競
技
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ニ
相
成
左
ノ
如
ク
掲
示

致
度
候
間
此
段
御
届
申
候
也

大
正
十
四
年
十
二
月
十
五
日

右
掲
示
案

岡
田
教
授
受
持
数
室
第
四
年

来
年
一
月
十
一
日
（
月
）
ョ
リ
同
廿
一二
日
（
土
）

課
ス

油
画
（
海
面
廿
五
号
）

マ
デ
ニ
週
間
左
ノ
競
技
ヲ

現
代
の
図
案
工
芸
社
主
催
第
一
回
工
芸
展

帝
展
第
四
部
が
実
現
し
な
い
ま
ま
、
大
正
十
二
年
を
迎
え
た
が
、
四
月
に
は

現
代
の
図
案
工
芸
社
が
工
芸
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
広
告
に
「
―
つ
の
自
由

な
、
信
念
の
壇
場
を
創
め
た
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
、
こ
れ
で
本
営

の
日
本
の
エ
藝
及
工
藝
の
力
を
、
よ
り
＿艮
く
民
衆
の
生
活
と
、
人
類
の
情
に
直

摂
の
握
手
を
さ
せ
た
い
と
お
も
ひ
ま
す
」
「
真
に
、
藝
術
文
化
の
使
命
は
、

美

術
が
エ
藝
の
世
紀
と
し
て
賞
を
結
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
あ
り
、
委
員
、

問
、
審
査
員
に
本
校
関
係
者
の
名
前
が
多
く
見
ら
れ
る
。

現
代
の
圏
按
工
藝
社
主
催
第
一
回
工
藝
展

〔ど〕

農
展
振
は
ず
工
騒
部
編
入
が
と
う
や
ら
お
流
れ
に
な
り
さ
う
な
帝
展
で
期
待

を
裏
切
ら
れ
た
新
興
工
藝
美
術
界
の
為
め
現
代
の
圏
按
工
藝
社
が
催
主
と
な

⑩
 

年

月

日

女
子
全
身

顧
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り
新
進
作
家
の
自
由
焚
表
壇
場
と
す
べ
く
第
一
回
工
藝
展
を
四
月
二
日
か
ら

七
日
迄
三
越
で
開
催
と
決
定
◇
第
一
回
展
覧
會
委
員
を
高
村
豊
周
、
藤
井
逹

吉
、
廣
川
松
五
郎
、
鈴
木
古
拙
、
渡
邊
素
舟
の
五
名
と
し
審
査
員
は
出
品
者

の
自
由
投
票
と
し
七
日
美
術
學
校
倶
楽
部
で
行
は
れ
た
◇
尚
ほ
顧
問
に
岡
田

[正〕

三
郎
助
、
神
坂
雪
佳
、
武
田
伍
一
、
塚
本
靖
、
中
澤
岩
太
、
道
木
直
彦
、
松

岡
壽
、
佐
藤
功
一
の
八
氏
を
頂
き
陶
、
漆
器
、
金
工
、
染
織
刺
繍
、
木
工
、

革
製
品
等
創
作
一
切
を
来
る
一
―
-
＋
日
迄
三
越
内
同
會
で
受
附
け
出
陳
品
中
の

秀
作
に
封
し
奨
励
賞
を
授
典
す
る
計
霊
も
あ
る
由

（
大
正
十
二
年
三
月
九
日

『
読
売
新
聞
』
）

工
築
展
覧
會
の
審
査
員
が
決
定

現
代
の
圏
案
工
褻
社
が
主
催
で
四
月
二
日
か
ら
一
週
間
三
越
に
開
く
官
僚
に

無
闊
係
な
第
一
回
工
藝
展
の
審
査
員
は
重
な
作
家
百
名
の
一
般
投
票
に
依
つ

〔士

口
〕

て
次
の
十
八
氏
と
決
し
た
◇
迫
田
秋
悦
◇
戸
島
光
学
◇
赤
塚
自
得
◇
石
井
吉

◇
六
角
紫
水
（
以
上
漆
器
）

◇
澤
田
宗
山
◇
富
本
憲
吉
◇
板
谷
波
山
◇
河
合

卯
之
助
◇
河
井
寛
次
郎
（
以
上
陶
器
）

◇
高
村
豊
周
◇
香
取
秀
員
◇
鈴
木
古

拙
◇
山
本
安
藝
◇
西
村
敏
彦
（
以
上
金
工
）

◇
藤
井
逹
吉
◇
廣
川
松
五
郎
◇

山
鹿
清
華
（
以
上
織
物
剌
繍
）
尚
ほ
木
工
は
山
本
鼎
、
森
谷
延
雄
、
西
村
伊

作
、
藤
井
逹
吉
の
四
氏
に
各

一
票
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
が
ど
う
す
る
の
か

（
大
正
十
二
年
一二
月
二
十
五
日

『
読
売
新
聞
』）
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